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ろうか。この文m一語といえども立派な文一に続いて，   
Athenisvixit．  
と例文があり，IIu6cutdAthenes．「彼はアテネで暮らした」とある。Athe－  
nisvixit．アテーニス ウィクシット。代名詞を用いず前置詞を用いず，一個の  
名詞と一個の動詞を無造作に，しかしかっちりと並べて見せただけの文章。ま  









事詩『アエネーイス』Aeneisはこんな風に始まる。   
Armauirumquecano・・・…  
アールヤ ウィルームクゥエ カノー「私は歌う，戦いと英雄を」J盲cんα花吉e  
gegcomわα£sefZeん∂ro£．と一応訳することができよう。だが，armauirum－  
queは断じてarmaetuirumではない。意味するところは同じかもしれない。  
いや，厳密に言えば意もまたおのずから変ってくるのであろう。一方が，二個   
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観してみよう。   
a） 冠詞  
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b）所有形容詞  
Lauamanus．   
エαUe£eβmα孟花S． 手を洗え。   
所有形容詞は必要不可欠な場合以外には用いない。J’αimemo71pさre．「私  
は父を愛する」は単にAmopatrem．   




g’王Zsue弘ge71£ぶe舶孟er，iZsZ’α比rO71£「む0£花£dさβCeSOれ 私は道を教えよう。  
彼が出発したのはアウレリア街道からだ。彼等が道を急ぐならば，今晩にも追  





必要十分なのであり，これに主語人称代名詞一人称単数のegoをつ仇 Ego  
versusamoとすれば，ことさら私を強調することとなり，〟0云，ノ’αimeges  
uerg．もしくはC’es亡moiq比iα云megesuers．とでも表現しなければならない  
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d）比較級  
PaulusfortiorestPetro．  





で示される。   
e）助動詞   
Emiulrglnemtrigintaminis．   






αUO£r「buereノの直説法現在，の形から生じたものではあるが。   
f）受動態  
IbiL・Cottapugnansinterficiturcummaximapartemilitum．（Cae－  
Sar：DeBelloGallico，Ⅴ－37）   
L情・＝ソバ（∴ル′．／‥′ノいJ′ル…J・り〃り／〉／／り．・ヾ／／小・川・‥・いパりJ〃〃・／・／・・、ヾ．ヾ・イ・／り／．ヾ．  
ルーキウス・コックは，そこで闘いながら，多くの兵士と共に殺される。、（カ  
エサル『ガリア戦記』）   
これも助動詞の節約に関連したことだが，フランス語の受動態が，助動詞   
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音読する場合は，マールクス，プープリウス等，′省略しないで読んだ。   
g）接続詞   
AudiuimusCaesaremRomaprofectumesse．   
肋払SαUO71S叩pr£sqαe（万古αreざ£pαr亡ide月ome．我々はカエサルがロー  
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（1）所有の属格   
名詞の補語comp16mentとなる，所有，所属を示す属格gen．possessiuus  
は，最も一般的な用法であり，ページのどこを開いても，たちどころにそのい  
くつかを見出せよう。試みに『ガリア戦記』第6巻の冒頭に限をおとせば   
MaioremGalliaemotum Unplusgrandsoul∂uementdelaGaule  
ガリアのより大きな反乱   
OpinionemGalliae L’QPiniondelaGaule ガリアの世論  
Italiaefacultates LesressourcesdeL’1talie イタリアの力  
Earumcohortiumnumero LenoTnbredescohortes そのコホルス隊   
の数   
Populiromanidisciplinaatqueopes L’oT官anisationetlesressources  





そこがバリーシー族の町であったからだとわかるのである。   
AmorDeiヱノαmO乙げdeヱ）£e乙‘神の（への）愛   
Metushostium Lacraintedesennemies 散の（への）恐れ   
神の我々への愛なのか，我々の神への愛なのか，敵が恐れているのか，それ  
とも，敵を恐れているのか一主語的属格gen．subiectiuusと目的語的属格  
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なるが，amOrinfatumとamorfatiは違う。余韻が違う，含蓄が違うので   
ある。   
所有の属格はまた，仏文法でいう属詞α比riわ㍑£としても用いられる。domus  
patris，Zαmα孟β071demo71p∂re「父の家」は次のように展開できる。   
Haecdomuspatrismeiest’αttemaisonestdemonp∂re． この家  




の力は格．殴にうすらぐのであるが，   
LiberestPetri．LeliureqppartientdPierre． その本はベトルスのだ。   
Estregisimperare． C’estleprQPreduroidecommander．命じるの  
が王の役目である。  




名詞の属格形だけでなく，ラテン語に特有の動名詞Gerundiumの属格もま   
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間」は，まったく同意で，   
Tempuslegendaehistoriae．  








る。   
Vimueraeamicitiae Laualeurdelauraieamiti6 真の友情の価値   
Satiseloquentiae，Saplentiaeparum．Assezd’6loquence，trqPPeu  
deざαgeSSe． 雄弁なれども知恵に乏し。  
後者は後にふれる部分を示す属格である。  
（2）性質の属格   
人間や事物の特質，属性などを示すのが性質の属格gen．qualitatisである。  
これも『ガリア戦記』の第2巻から例をひろってみると，   
Hominesmagnaeuirtutis Deshommesd’ungrandcourage たいへ  
ん勇敢な着たち  
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等位接続詞である前接辞queでもって並列されているのだ。   
性質を示す属格は，主語の属詞α托riわ㍑£としても用いられる。   
Reseratmultaeoperaeaclaboris．（DeBelloGal1ico，Ⅴ－Ⅱ） L’d－  
ル£re（ゴemα托血££わeα㍑CO岬depe£花ee£deけαUαiZ．仕事はたいへん困難で骨  
の折れるものだった。（『ガリア戦記』）   
ローマ建国伝説を歌った，ウェルギリウスの人口に謄灸した一句。   
TantaemoliseratRomanamconderegentem．（Aeneis：Ⅰ～33）  
乃花£c′き£α云£p∂几削e抑「£，叩e／071der山花α£孟071rOmα云花e． ローマの国を  
建てることは，かほどにも困難な業であった。（『アユネーイス』）  
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いわゆる評価の属格gen．pretiiも性質の属格の一つに数えられよう。   
Haecnoiiputareparui（Catullus）（9ミ 胸consid～repascelacomme  
pe乙↓d’£汀岬Or£α托Ce．これを借打のないものと思うな。   
Voluptatemuirtusminimifacit（Ciceroナ1？Lauertunejbitpasle  
moi乃drecα5depZα£sれ 徳は快楽をいささかも価値あるものとは見なさない。  




Zeres£edeZαU£e，「人生の残り」。まずカエカルから，   
PartemcopiarumexprouinciainHeluiosconuenireiubet．（DeBello  
Gallio，Ⅶ－7）（11）朋ordo花花eq比，弘花epαr£iedes抒0叩eSdeZαprOUZ花Cege  
co71Ce7かecんezZe8月壱Zuie那． 彼はプロウィーンキアからの部隊の一部が  
ヘルウィ一族の所に集まるように命じた。（『ガリア戦記』）   
HorumOmniumfortissimisuntBelgae．（ibid．，I～1） Detousces  
pe乙ゆZesZe8pZusわrαUeSSO71とZe5月eなeぶ． これら全ての中で最も強いのは  
ベルガエ人である。（同上）   
部分属格は， 
補語にもなる。   
SatisuiniAssezdeuin  十分なるワイン   
Quisuestrum？¢比id’e7かeuo乙↓5？君たちのうちの誰が。   
Quidnoui？QuoideTW乙↓Ueau？   何か新しいことは。   
Vbiterrarum？Enquelpointdelaterre？いったいどこに。   
Nemonostrum Perざ0乃花epαrJ乃よ乃0αβ 我々の中の誰も  
いくつかの例をあげてみたが，仏訳と比べてみるとよくわかるだろうが，いか  
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（4）属格をとる形容詞   
充満，関与，経験，欲求などを意味する形容詞は補語に属格を要求する。フ  
ランス語では，deをはじめ，d，pO乙‘r等前置詞を介して補語をとる。   
PlenusauriPlein，d’or 金でいっぱいの   
PeritusbelliHabiledlaguerre 戦いに巧みな   
Atlidusgloriae Auidedegloire 栄誉に飢えた   
Studiosusueritatis Z∂16pozLrlau6rit6 真実の追求に熱心な  
キケローから二例引いておきたい。   
（12） Feraesuntrationisetorationisexpertes．（Deofficiis，Ⅰ～50）Les  
わ如sgo71£pr云uきeざderαiβ071e£depαrOZe． 動物には理性も言葉も欠けてい  
る。（『義務について』）   
Graeculoshominescontentioniscupidioresquamueritatis．（Deora－  
tore，Ⅰ～47） Cb叩α㍑UreSGrecs，pZ比8αmO乙↓re乙J∬deZαdiざC乙‘ざSZo71q比e  
deZαUき「最． 真実よりも論争を愛するあわれなギリシャ人たち（『弁論家  
について』）   
充満，またはその反対の欠乏を表わす形容詞は，奪格をもとり得る。Plenus  
irae，Pleindecol～re「怒りでいっぱいの」は，Plenusiraでもよい。だが，  
属格の方がここでもより穏やかな印象を与えるであろう。   
若干の動詞は属格を要求し，さらに以上4点にわたって述べたほかにも，い  
ろいろ用法はあるが，煩雑を避けて，ひとまずこれ位にしておきたい。  
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（1）動詞の目的補語   
与格は直接他動詞の間接目的補語co打砕Z∂me71己d’0りe£i花d£rec亡となる。初  
学者が一度はお目にかかる文例をもってすれば，   
Rosampuellaedo．Jbdbnneunerosedlafille， 私は少女にバラを  
与へる。  
次の『ガリア戦記』では，動詞inferreの直接目的補語が対格bellum，間接目  
的補語が与格finitimis。   
Hisrebusfiebatutetminuslateuaga：renturetminusfacilefinitimis  
belluminferrepossent．（DeBelloGallio，Ⅰ～2） cblarestreignaitle  
cゐαmpdeZe乙↓rSCO乙‘rSeSUαgαわ071dese亡Zesg∂乃αi£po乙‘rpOr£er払g乙↓erre  
cゐezZe乙↓rざUOi5£花S．このために彼等の行動範囲はせまくなり，近隣の者と戦  




る」，nOCere，nuired～「害する」，Parere，Ob6ird～「従う」etc． また  
一部は直接他動詞となり前置詞を要しない。fauere，ノbuoriβer「優遇する」，  
inuidere，enUier「うらやむ」etc．   
Quare，PatreSCOnSCripti，COnSuliteuobis；PrOSpicitepatriae．（InCa－  
tilinam，Ⅳ－3） A£托5ip∂regco71SCr££s，preJleZぶOi几deuo乙‘S－m∂meぶ，・  
pe71SeZdZ’αUe7元rdegαpα£r£e． それゆえ元老院議員諸君，君達自身を気づ  
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かいたまえ，祖国の将来を思いたまえ。（『カティリーナ弾劾』）   
Hominesplurimumhominibusetprosuntetobsunt．（Deofficiis，II  
－17） エes九om7乃eβ，dZα／0よ5，prqβ£eJl£e£几比£8e71£ヱeクエ弘Sα弘∬んommeβ．  
人間が同時に最も人間に役立ちもすれば，害を与えもする。（『義務につい  















similis，Semblabled～「類似の」etc．   
Segnitiaestpuerisperniciosa． Laparesseestpernicieusepourles  
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ウス『牧歌』）   
Flammafumoestproxima． Laflammeesttr∂sprochedelafLLm6e．  




（3）利害の与格   
意味論的にいって最も与格らしい用法は，いわゆる利害関係の与格dat，  
COmmOdiautincommodiであろう。フランス語では，前置詞pourを用いる  
のが普通。   
Lupusesthomohomini■ エ′ゐommeeβ£㍑花gO乙ppO乙‘rZ一九omme．  
人間は人間にとって狼である。   
OMeliboee，deusnobishaecotiafecit．（Eclogae，I－6）OMelib6e，  
Ze（プie乙‘αノbi£cesgoZs£「叩0乙げ托0乙J5．ああメリボェウス，神が我々にこの閑  
暇を恵まれたのだ。（『牧歌』）   
Quidhuichominifacias？Quepeux－tujbiredl’6gardd，untelhom－  
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Perso71花eJもepO乙↓Uα去£reg£erα比re7γ岬αr£． 誰も防壁の上にとどまっている  









作07乃me乙‘花Cαdeα比ノ「誰々におくり物として本を与へる」のたぐいである。   
SenatuscoplaSauXilioimperatorimisit・Les6natenuqyaaug6n6ral  
deざ£ro叩eβe花r叩わ「£． 元老院は将軍に援軍として部隊を送った。   
Quinquecohortescastrispraesidioreliquit．（DeBelloGallico，Ⅶ－  
60）（15）朋ぬ£sgepo“rZαgαrde血cα叩Cわ叩CO加㌻如．彼は5個のコルホス  
隊を陣地の守備のために残す。（『ガリア戦記』）   
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Earesmagnousuireipublicaefuit．（Cicero）（16）celaa6t6jbrtutiled  
Z’励α£． それは国家にとって大いに有益だった。  
3．対格Accusatiuus   
前置詞の節約という観点からは，対格に関してさほど述べることばない。二  
重対格構文，時空の広がりを示す対格，行き先を表す対格など数点にとどまる。  
（1）二重対格   
他動詞の直接目的補語は，ラテン語でもフランス語でも前置詞を必要としな  
いが，docere，enSeigner「教える」，rOgare，deTnander「求める」などの  
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延長期間をよりはっきりさせることもできる。また逆に，フランス語のpe几－  
dα托£を略すこともできる。   
Duodequadraglnta annOS tyrannuS Syracusanorum fuit DionysluS．  
（Cicero：DisputationesTusculanae，Ⅴ－57） 7ナente－huitann6esdu－  
rα鴫刀eJWβル£抄rα花de劫rαC比ざe．38年の間，ディオニーシウスはシラー  




空間の広がりの例を一つ。   
（18） Turresquaepedesoctogintaintersedistarent．（DeBelloGallico，  
＼llTご・ ハ・・、／＝＝J・＝／／バいJJ／・・・J∴・‥′Jい・バ・／・バ・J／′／J・・・・ヾ‘ノ‥／J…／J・い－f／J．上ご卜ム心J、．  
それぞれ80歩尺の間隔を持った塔。（『ガリア戦記』）  
（3）方向の対格   
Quouadis？0沈uαざ血？「どこに行くのか」の間に対しては，EoinGal－  





へ」dParisは単にLutetiam，「田舎へ」dlacampagneはrus。   
キケローから一文。簡素堅固で，密度の濃い，ラテン的名文の一つと思うの  
だが。   
Quodcumaudiuissetadulescensfilius，negOtiumexhiberipatri，aC－  
CurrisseRomametcumprlmOluciPomponiidomumuenissedicitur．   
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（Deofficiis，Ⅲ～112） Or，q㍑α花dZeノ盲Zs，㍑乃ノe乙∽eんom′乃e，e乙↓£qppr孟5  
／、・・州′J／申ノ、・一′Jト佃・イ′・＝′り・、‥′り‥・・・∴／り・・・叫川／・・／ト‥′′・・′／J＝仙・・・J・り′・・・ト  
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れるのもうべなるかなである。   





desmoJ扉αgJleぶ「山から駈け下る」。   
しかし，都市名，ノJ＼島名，domus，ruSは「～から」を裸の奪格で示す。  
Tempestassedatur，DollabellaDeloproficiscitur．（Cicero：InVerT  
remactiosecunda，Ⅰ～46） Letempss’qpaise，DollabellapartdeD6－  
Zo3．天候がおさまり，ドラベーラはデーロス島から出発する（『ウェッレー  





後者の文例中quibusitineribusは，経由を示す手段の奪格。   
由来，出身には三様の言い方があるのが面白い。まず家系には奪格単独。  
nobiligenerenatus，n6d’unenoblejbmille「貴族の生まれ」。親には奪格  
単独もしく はe（ex）＋奪格。Iove（eVulcano）natus，Tt6de血piter  
「Ⅴ比Zcαわノ「エビテル（ウルカヌス）から生れた」。祖先を示すにはa（ab）  
＋奪格。aCatoneortus，descendantdeCb10n「カトーの血を引く」。   
b）奪格は分離，剥奪，欠乏などを意味する動詞と共に用いられる。arCere，  
6carterde～「遠ざける」，eXCludere，eXCIurede～「排除する」，1iberare，   
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Magnomemetuliberabis，mOdointerme atquete murusintersit．  
（JnCatilinam，王～10） mmed∂～よuremgd’比花egrα托decrαi托亡e，血  
mo7乃e71£q㍑’㍑花m乙げSerαe7かeわie£moi．君と私と・の間に壁ができれば，  
君は大きな不安から私を解放してくれるだろう。（『カティリーナ弾劾』）   
Quidfacerem？Nequeseruitiomeexirelicebat，neCtamPraeSentis  








（2）手段，随伴の奪格   
a）手段，道具の表現には単独の奪格を用いる。   
Nuncuinopellitecuras． Maintenantchassezuossoucisparleuin．  
今や酒にて憂を追へ。   
Dentelupus，COrnutauruSPetit． Leloupattaqueauecladent，le  
ぬ罷reα弘αUeC払corrもe． 狼は牙で，牛は角で襲う。  
ラテン語をはじめた当初，筆者がことに強くひきつけられたのは，この手段を  
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肉で暮らし，獣皮を着ている。（『ガリア戦記』）   
手段の奪格の一つに原因，理由の奪格ab．causaeがあるが，これも単独で   
用いる。   
Viuictauis，uelpotiusoppressauirtuteaudaciaest．（ProMilone，  
11I／．り・イ・イ・・／い・り′／‥・り／仙・′／′・J′√′′、／り′イ・イ・・／い．叫′J・／りい／／、り仙／りt・‥′・／・  




るu音の頭韻が耳に快い。   
「いかなる点において」という観点を示す，限定の奪格abl．1imitanionis。  
これも手段の奪格の一つ。   
FuitanteatempuscumGermanosGalliuirtutesuperarent．（DeBel－  
loGallico，Ⅵ一24） 〟／㍑£㍑花£e7γ岬ぶ0丘ZesGα比Zo£s8比叩αSSαier乙亡geβGer－  
mαi托ge花わrαUO乙ムre．かつてガリア人がゲルマーニー人に武勇においてま  
さっていた時代があった。（『ガリア戦記』）  
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Seruusest，Sedfortasseliberanimo．（Seneca：EpistulaeMorales，Ⅴ  
－47） 月eβ£escZαUe′mαisiZe5とpe㍑£－∂£re加reso乙↓SZer叩pOr己deZ’∂me．  
彼は奴隷である，がおそらく精神の点では自由であろう。（セネカ『道徳書簡  
















る」，1aetus，COntentde～「うれしい」etc．   
Petroususestdoctore．IlaeuPierrecomTneTna託re．彼はベトルスを   
師とした。   
Nitorhasta（inhastam）．Jem’appuiesurunelance．私は槍によ  
りかかる。   
Fruendasapientiaest．IIJbutjouirdelasagesse．知を享受しなければ  
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格，per＋対格，など前置詞を用いた分析的，迂言的表現に傾いていった。   
b）「～と共に」と随伴を示すには，一般に前置詞cumを用いる。Cum  
amicocenabam．JbdtnaisauecunaTni．「私は友人と夕食をとった」。  
しかし比喩的な随伴，様態，性質などを表わすには奪格単独による場合も多い。   
Siquidobtigerit，aequOanimoparatoquemoriar．（InCatilinam，Ⅳ  
－3）ぶ’iZdeuαi亡αrr加rq㍑eZ押eCん0βe，ノemo乙↓rrα£gαUeC乙ム托eameきgαねe£  
pr¢pαr∂e． もし何事かが起これば，私は従容として死につこう。（『カ  
ティリーナ弾劾』）   
CecidisseexequodiciturethohlOinfirmaualetlユdinelatusoffendisse  
uehementeret，POSteaquamadurbemcumfiebriuenerit，pauCisdiebus  





（『クルエンティウス弁護』）   
比較の奪格abl．comparationisは，随伴の奪格のヴァリエーションと考え  
られるが，分離の奪格に由来するという見方もある。これもキケローから二例。   
Exeiusling・uameliedulciorfluebatoratio．（Desenectute，31）  
刀eses乙∂urescol血ie血despαrOZesp£㍑8do㍑CeSq㍑e£em宣eエ．彼の口からは  
284   
ラテン語の味わい  
蜜よりも甘い言葉が流れ出た。（『老年について』）  
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Lucesuntclariora∴nObistuaconsiliaomnia．（InCatilinam，‡－6）  
乃比ざ£esprq′e£βSO71藍d几OSツe乙‘エpZ㍑8C払iregq比eZeノ0乙げ．君のあらゆる策  
謀は我々の限には日光よりも明らかだ。（『カティリーナ弾劾』）   
pZ比ざ～q比e～などともってまわった言いまわしをとらず，「蜜よりも甘い」  
をmelledulcior，「日光よりも明瞭な」を1uceclarioraと，それぞれ二語で  
片づけてしまうのは，いかにも楓爽としているではないか。   
比較の奪格は，慣用的表現にあっては，時に一語で優に一従属節に価する。   
Diuitiaemaioroplnione． Unerichesseplusgrandequ’onnepensait．  
想像されていた以上の富。   
Victoriamaiorspe・Uneuictoireplusgrandequ’onnel’e申6rait．期待  
されていた以上の勝利。  
（3）場所，時間の奪格   







しで地点を示す。   
Rhodanusfluitisquenonnullislocisuadotransitur．（DeBelloGal－  
1ico，Ⅰ～6） エe月舶れeCO比ge，eとCe／ge㍑UeeS己脚きαらgee叩g㍑ぶよe比rS  
e花droお． ログヌス河が流れている。そしてこの河はいくつかの地点で歩  
いて渡れる。（『ガリア戦記』）  
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（20） 
Mediofluminequaerisaquam．几cherchesl，eauaumilieLLdela  
rわi∂re． 君は川の真ん中で水を求める。   
さらに，terramar・ique，SurterreetSurmer「陸でも海でも」，dextra  
laeuaque，ddroiteetdgauche「右でも左でも」など前接辞queを伴う凝縮  
された慣用表現にも注目したい。   
b）時間   
Quandoueniet？QLLanduiendra－t－il？「彼はいつ来るのか」の間に対して  
は，奪格のみで，Ortusolisueniet．IIuiendraauleueT・desoleil．「日の出  
るころ来るだろう」と答えるのが普通。   
AduentuinGalliamCaesaris．（DeBelloGallico，Ⅴ－54） Al’ar－  
riu∂edeC∂ぶαre71Gα比Ze． カエサルのガリア到着時（『ガリア戦記』）   
PrimopunicobelloRegluscaptus（est）aPoenis．（I）eofficiis，I－  
39） 刀α花Sgαpremi～reg乙Jerre卯花£q比e，月∂g乙血ざα∂£りb££prisoJ∽ier  










等もろもろの従属節に代りうるもので，一種小気味のよいスピード感を文体に   
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付与する。   
Eoceleriterconfectonegotiorursusinhibernalegionesreduxit・（De  




～20） AuecZα花α亡㍑repO乙↓rZeg比ide，iZ托’ッααわsoZ比me71£pαSmqγe71de  
s′∂gαrer． 自然を案内者とすれば，迷う余地などまったくない。（『法律  
について』）   
この絶対奪格の多用によって，カエカルのキビキビとした行動的文体が生れ  
た，といっても過言ではないと思うが，絶対奪格構文を二つ連続させた次例は，  
迅速簡潔なラテン的名文の一つだろう。   
Histraditisomnibusquearmisexoppidoconlatis，abeolocoinfines  
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